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水産廃棄物の施用がホウレンソウの成長及び品費に及ぼす影響
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Effects of the Waste from Marine Processing on the Growth and Quality of Spinach 
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要約
近年の消費者の健康志向およひ浄土会的な環境保全意識の高揚により有機資材を施用して栽倍された農産
物に投目が集まっている。本研究では、唐津地区で水産加工廃棄物として発生する海底汚泥の農業利用を
目的に、海産汚泥およびカニガラをホウレンソウに施用し、収穫したホウレンソウの品質を分析して化学
肥料で栽精したものと比較検討を行った。 2009年5月1日(春期実敬)と10月5日(秋期実験)にホウレン
ソウ(品種・パンドラ)をプランタに播種し、雨よけハウス内で
スでで、化学肥料の2f倍音量とした。展開葉数、最大葉の葉長、新鮮重、乾物重は春期ではカニガラ区と海産汚
泥区で化学肥料区よりも優れたが、秋期では展開葉数以外は化学肥料区の方が優れていた。これは暖かい
春期では微生物の活動が活発になり有機資材の分解が早まってホウレンソウがより多く養分を吸収できた
と考えられる。硝酸含量は春期では全有機資材区、秋期ではカニガラ区のみで化学肥料区より高い値を示
した。アミノ接合量は春期では全有機資材|玄で化学肥料区より高い1i立を示し、秋期では化学肥料区が最も
高い値を示した。糖(スクロース)含量は雨時期の化学肥料区で最も高かった。以上の結果から、海産汚泥
およびカニガラを窒素成分で化学肥料の2倍程度の施与で、品質改一苔にはっきりした効果はみられなかっ
たが、ホウレンソウの生育においては化学肥料に匹敵あるいは優る効果があると考えられた。
Summary 
The objective of the present study was to test the effects of the waste sludge from marine 
processing application on the growth and quality of spinach. The spinach seeds were sown 
on 1 May (spring sowing) and 5 October (autumn sowing) in 2009， and were grown in the 
greenhouse. The amount of crab shell and marine processing waste sludge application was 
adjusted as contained two times of nitrogen of chemical fertilizer. The number of leaves， 
length of maximum leaf， fresh and dry weight of spinach was higher in the crab shell and 
waste sludge application in spring sowing， while a litle lower in autumn sowing compared 
with chemical fertilizer. This is because the high air temperature in spring sowing stimulated 
the digestion of crab shell and waste sludge so that the enough nutrients were provided to 
the plants. Nitrogen contents in both of crab shell and waste sludge application in the leaves 
were higher only in spring sowing， and the same trend was observed in amino acid content. 
In contrast， sucrose content was lower in crab shell and waste sludge application in spring 
sowing. The results indicated that the crab shell and marine processing waste sludge could 
be a good organic fertilizer， even though has no clear effects on the quality for spinach 
cultivation 
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進加工残i査のような水産廃棄物が多量に生じ、そ
の処理が問題になっている。そこでその水産廃
棄物を有機資材として農業に有効利用すること
を目的とし、今回はその代表としてカニガラ及
び、居津市水産加工団地の魚介類加工処理によっ
て生じた残誼の海産汚泥を用いて実験を行った。
さらに有機資材施用による野菜の品質改善を目
的に、収穫したホウレンソウの品質を分析して
化学肥料で栽培したものと比較検討を行った。
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2)材料および方法
実験は2009年に佐賀大学海浜台地生物環境研
究センター内国場の畑土壌を用いて、本センター
の敷地内にある雨よけハウス内で行われた。品
種パンドラを用い、プランタ栽培を春期と秋期
の21到に分けて行った。播種前のプランタに
壌と肥料を混ぜ、その後充分に濯水し、水が染
み込むのを待ってから2009年5月 1日(春期
験)と 10月5日(秋期実験Hこ播種を行った。両実
験期間中の気温は陸J1の通りであった。今回の
実験で使用した資材はカニガラ(有眼会社 宝水
産)、海産汚泥(フィッシュエース 唐津水産加
工団地協同組合)、堆肥(市販のおがくず牛糞堆
肥)及び化学肥料であった。春期実験ではどの資
材においても窓素成分が36g/ばになるように施
肥したカニガラ区、海産汚泥区及び堆肥i豆、さ
らに、窒素成分が18g/rfになるように施肥し一方、唐津市は水産産業が盛んなため、食品
1)緒言
近年、社会的な環境保全意識の高揚にともなっ
て農地においても環境に負荷を与えない施肥技
術が求められ、化学肥料投入量の削減や地力維
持のための有機物施用による土壌改良などが取
り組まれている(樋口 1996)。それに加えて、
有機資材を施用して栽培された農産物に註白が
集まっており、その品質が人の健康に与える影
についても関心が高まっている。有機資材施
用と野菜の品質に関するこれまでの研究によれ
ば、ホウレンソウなどの葉菜類では決まった条
件下での有機資材施用により化学肥料施問にく
らべて硝酸含量が低下し、糖合議が上昇したと
し寸報告(111奇・六本木 1998，松本ら 1999) 
があるが、効果が明確ではないという報告(高橋
ら 1995)もあり、全体として統一された結論
には至っていない。食品加工残濯や水産廃棄物
のような有機資材は、窒素やリン酸を多く含ん
でおり、土壌に施用するとその有機物が微生物
によって緩やかに分解されるため、肥料効果は
化学肥料のようにすぐには発揮されない。また
有機資材は義分の供給や通気性、透過性など土
壌の物理的性質の改善、土壌微生物のレベルや
質的構成などの生物的性質の改善といった特徴
をもっ(西尾 2007)。
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播種後日数
毘1 春期および秋期実験の播穫後詰数と平均気温
(気象庁ホームページhttp://山川w.jma.go.jp/jma/menu/report.htmlより)
7j<JIinJB築物の施用がホウレンソウの成長及び品質に及ぼす影響 51 
表1 有機資材施問実験処理IK
処理区 施用量 N成分量
カニガラ区 80.02g/プランタ 36g/m' 
海産汚泥~ 51.54g/プランタ 36g/m 
堆肥区 302.12g/プランタ 36g/m 
化学肥料区 11.25g/プランタ 18g/m 
無施肥区 Og/プランタ Og/m' 
た化学肥料区、無肥料区の5試験区を設け、秋
期実験でも同様に無肥料区を除いた4試験|玄を
設けた。有機資材の窒素有効化率は化学肥料の
50%以下と想定し、有機資材区の窒素成分叢を
化学肥料誌の2倍の;量に調節した。各資材の施
用量及び窒素成分量は表 1の通りであった。ま
た、春期実験では5月29日と 6月12告に、秋期
実験では11丹6日と 12丹 1日にサンプリング
を詩試験区6個体ずつ行い、サンプリング直後
に展開葉数、最大葉の葉長、新鮮重を測定した。
その後ドライチャンパーで800C、48時間乾燥
させ、乾物重を測定した。さらに乾燥した個体
を粉砕機で粉砕し、その粉末をO.lgずつ試験管
に移した。その粉末の入った試験管に10mLの
80%エタノールを数回に分けて加え、 800Cのお
湯で5分間温め、酵素を失活させてからその上
澄みを抽出した。さらに抽出した上澄み 1mLを
遠心エパポレーターを用いて凝閉させ、その後
蒸留水 1mLに再溶解させた。この抽出液を用い
て硝酸含量、アミノ酸含量、糖含量を~~U定した。
硝酸含量とアミノ酸含量は比色法、糖合議は高
速液体クロマトグラフを用いて測定した。
3)結果
まず、春期実験での展開葉数は海産汚泥区で
最も多く、次いでカニガラ!豆、化学肥料臣、堆
肥区、無施用誌のJ[領に多かった(図2)。最大葉
葉長はカニガラi玄で最も長く、次いで海産汚泥
区、化学肥料区、堆肥区、無施用区のJ[固に長かっ
た(図3)。新鮮震及び乾物震は同じ傾向を示し、
海産汚泥区で最も多く、次いでカニガラ区、化
学肥料区、堆肥区、無施用区のJ[罷に多かった(1翠
4~5) 。次に品質について、硝酸含量は海産汚
泥区で最も高く、次いでカニガラ毘、化学肥料底、
堆肥区、無施用区の順に高かった(図6)。アミノ
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図8 春期における新鮮ホウレンソウ 19中の糖舎襲
酸含量はカニガラ|友、無施用区、海産汚泥i玄でほ
ぼ同じ{直を示し、それに次いで堆肥区、化学肥
料区のI1領に高かった(図7)。また、糖含量のうち
グルコース含量は海産汚泥区で最も高く、次い
でカニガラ匿、堆肥尻、化学肥料区、無施用区(不
検出)のI1民に高かったが、スクロース合議は化学
肥料区で最も高く、次いで海産汚泥区、堆把区、
カニガラ区、無施用区の}I匿に高かった(図8)。
次に、秋期実験での展開葉数はカニガラ区で
最も多く、次いで化学肥料区、海産汚泥区でほ
ぼ同じfi貰を示し、それに次いで、堆眠症のI1慎に多
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かった(図9)。最大葉葉長は化学肥料区で最も
長く、次いで海産汚泥i芸、カニガラ区、堆肥毘
の順に長かった(図10)。新鮮重及び乾物重は同
じ傾向を示し、化学肥料区で最も多く、次いで
カニガラ区、海産汚泥区がほぼ同じ値を示し、
その後堆肥区の)1闘に多かった(関11~ 12)。ま
た品費について、硝酸合震はカニガラ匿で最も
高く、次いで化学肥料区、海産汚泥豆、准肥区
の)1摂に高かった(図13)。アミノ酸含量は化学肥
料区で最も高く、次いでカニガラ区、海産汚泥区、
堆肥毘の)1嬰に高かった(図14)。また、糖含量の
うちグルコース含量はカニガラ区で最も高く、
次いで化学肥料区、海産汚i宿区がほぼi司じ値を
示し、それに次いで堆肥区(不検出)の)1震に高かっ
たが、スクロース含量は化学肥料区で最も高く、
次いで、カニガラ臣、海産汚泥区、堆肥区の順に
高かった(図15)。
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たことが予測される。その結果、ホウレンソウ
中の硝酸含量が高くなったのではないかと考え
られる。野菜に含まれる硝酸の過剰摂取の問題
では、野菜類に蓄壊した硝酸を多量に摂取する
ことによりメトヘモグロビン虫症やガン発症の
原因となる等、人体に悪影響を及ぼすことが懸
念されており、梢酸の摂取量はできるだけ少な
し、方が望ましいとされている(米山 1982)。一
方、これに対して否定的な見方もある(リロンデ
ル・リロンデル 2006)。しかし、硝酸含有率
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4)考察
低瓶条件下での作物栽培では有機物分解速度
の抵下により窒素供給量が不足することが確認
されている(山崎・六本木 1998)。よって春期
での有機資材区の生育が優れていたのは、生育
後半の高い気温条件下で微生物の活動が活発に
なり有機資材の分解が促進された結果、ホウレ
ンソウがより多くの義分を吸収できたためでは
ないかと考えられる。また、一般的に堆肥化の
過程で窒素が不足になるか否かは、窒素に対す
る炭素の比率(C/N比)で判断され、 C/N比が高
いと有機物中の窒素の無機化が遅いということ
が分かっている(西尾 2007)。さらに、作物
収量に対する有機資材施舟の影響はその分解特
性と関係が強いことが分かっている(山崎・六本
木 1998)。よって今田の実験で堆肥区の生育
が劣っていたのは、堆杷が化学肥料や他の有機
資材より高いC/N比であったため土壌の可給態
窒素が乏しい状態であったと考えられる。
コマツナの硝酸態窒素含量を決定する要国は
収穫時の土壌中の硝酸イオン濃度であり、収穫
時の土壌中の硝酸濃度が高いほどコマツナの硝
酸濃度が高いということが確認されている(中川
ら 2000)。今回の春期及び秋期の実験では有
機資材施用区での生育後半のホウレンソウの
育が急激に伸びていたため、無機態案素の溶出
が遅く、生育後半で、は土壌l:j:Jのlif酸濃度‘が高かっ
120 
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の低い野菜に対する消費者からの要望は高く、
含有率を低下させる栽培技術を明らかにするこ
とは重要である。 EU(2005)ではホウレンソ
ウとレタスについて最大許容硝酸濃度を2，000
から4，500mg/kg新鮮重と法律で定めているが、
司本では定められていなし、。
また、春期では有機資材区のアミノ酸含量が
化学肥料区より高かったが秋期では低かった。
しかし、この理由についてはまだ詳しいことが
分かっていない。糖含量のうちグルコース含量
は有機資材区で高く、スクロース合量は化学肥
料区で高い傾向を示した。野菜の品質と施用し
た有機物との関係では無機化率の低い有機物の
施用により葉菜類の日持ちゃ食味との関連が強
L、還元糖含量が高まる傾向を示したという報告
がある (111奇・六本木 1998)。
以上のことから有機資材施用は有機物の分解
が充分に行われた場合、増収及び、品質改善の効
果が期待できると考えられた。また、今回のよ
うな短期間の栽培ではC/N比の低い海産汚花や
カニガラなどの有機資材の施用が有効であるこ
とが分かった。
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